
昭和63年3月25日

米沢市教育委員会

花沢A遺跡の複式炉を伴う住居跡

遺跡詳細
米沢市教育委員会では,昭和60年度,市内に点

在する遺跡の分布状況を示す「米沢市道跡地図」

を作成した。昭和60年度で383ヶ所,その後の調査

で26ヶ所発見され・昭和63年3月現在409遺跡を数

えている。

今年度から年次計画により,住宅開発が急速に

進んでいる地区を対象に,遺跡の詳細分布調査を
実施することとした。

初年度は米沢駅周辺の花沢A遺跡と南部に異議

館高校が建設された周辺の大横A遺跡,大塚山道

分布調査
跡について詳細分布調査を実施した。

花沢A遺跡では縄文中期後葉期の複式炉を持つ

竪穴式住居跡2棟が検出された。 1号住居跡の複

式炉は石組炉部分を土器片で構成する特異な形態

を持ち注目されな又2号住居跡は一辺5mの大

形住居跡であり・壁の深さが床面まで約900問と,

これまで確認された県内及び東北地方においても

類例の少ないものと思おれる。_しかも住居の南東

部の壁真下に約60c棚のテラス状の高まりが見られ,

中央に30c蘭のビットが存在することから,石棒を

ー1 -



どを立石した祭壇の可能性が強く.信仰に関する

ものとして関心が寄せられた。

大塚山道跡からは長軸3.5mのほぼ内彫フランの

住居跡l陳と,土璃18基,馬蹄形土器埋設石組複

式炉が完全な形で検出された。また,同様に大檀

A遺跡からも同形態を示す複式炉を伴った住居跡

2棟が検出されている。いづれも縄文中期後葉期

と推定している。

調査期間:昭和62年10月l日へ30日

覚範寺跡発掘調査く第一次〉

覚範寺は戦国の英雄伊達政宗の父輝宗の菩提寺

として天正14年(1586)建立されたもので 伊達

政宗の師虎哉宗乙禅師を開山としたが,まもなく

天正19年(1591)政宗の岩出山移封により覚範寺

も移転した。

NHK大河ドラマ「独眼竜政宗」の放映により

政宗のふるさと米沢がクローズアップされたこと

と,市史編纂の中世資料の一環として学術調査を

実施した。

馬蹄形土器埋設石組複式炉

A地点については,東西16m,南北20mで多角

形状の基壇を持ち,北側と東側に溝が認められた。

平担面は明瞭に服薬されており大形の建物が存し

たと推定されるが,礎石1個だけの確認で終った。

B地点はA地点から北東へ約10m離れた場所で

斜面をカッティングしたl辺が約8mの正方形状

で北東部に約5 m四方の平担面が付随する。調査

の結果,薬理l基,小河1基,華道,階段,礎石

建物跡が検出された。礎石は東西に二間,南北に

一手制こ設置され,南北の両側に雨落ちの痕跡が検

出されたことから切妻の屋根と推測される。

性山公治家記録に「……寺内(遠山覚範寺)ニ

医国院,車掌月魔,保福庵ヲ建テ,殉死三人ノ牌所

トセラル……」とあり,この調査で確定できる要

素は確認できなかったものの遺物や遺構から輝宗

とその家臣たちの墓所(牌所)と推定している。

二次以降の調査で全容を解明していきたい。

調査期間:昭和62年4月2日へ30日

〇日

発掘調査に先立って,分布調査及び試掘調査を

行ったところ,小字名に「覚範寺」 「門前」などの

地名もあり,地元で「虚空蔵講」をしていた東南

斜面一帯が覚範寺跡らしい感触を得た。測量調査

により,山腹の一部を切断したテラス状の平坦面

と盛土して基壇を配した平坦面が確認されA-F

地点の6ヶ所を検出した。又A地点とD ・ E地点

の間を中心に25基の環状遺構が確認されている。

一次調査としては,建物を配されたと推測でき

るAとB地点を調査した。

-
2
-

覚範寺廃寺跡推定地測量図



夫子大 日 向遺跡

「夫子大日向遺跡」は,昭和61年7月に発見され

た遺跡で米沢の西郊・’広幡町字大日向山に分布

し,鬼面川を挟んだ西山の舌状台地先端部にある。

この遺跡を含む一帯は(財)山形県農地管理公社

の所有になるもので ここに「大日向地区団体営

農地開発事業」として, -大リンゴ園団地を造成

するため,米沢市農業協同組合が施行して2年目

となる。

この遺跡は造成初年に発見され調査を実施“した

A地区∴B地区の他に新たに石器の分布している

地区も発見され しかも今回の調査区は塚と縄文

時代の住居跡も発見されたことから,それぞれC

地区, D地区とし, 4地区を-托して夫子大日向

遺跡とした。

今回発掘調査を実施した夫子大日向塚は,三段

構築を有する方彬塚であす),彬態的には関東地方

から中部地方にかけて全域的に分布する三股塚に

類似するものであるが,塚の西側面に段を示さな

い特徴を有する。塚の上段で一辺が約11m,二段

目が約13.5m,三段目が約22mと全国的にも最大

級の大きさである。塚内部からの遺物は検出され

なかった。

三段塚に関しては出羽三山信仰に係れる修法壇

という考え方が定説化しているが,夫子大日同塚

は主軸長が南北を示すことか,ら方位を意図的に配

したと考えられる。ことに南方は羽山神社を指す

ことから羽山信仰,さらには吾妻信仰に深い関係

を有するものと考えられる。

まだ 塚の最下層から石器が検出されたことに

よr),塚以外にも縄文時代の集落の存在が可能と

なり範囲確認のため試掘調査を行った。

夫子大日向塚平面図

その結果,竪穴住居跡6棟,土璃2基が検出さ

れた。竪穴住居跡は縄文早期5棟,同前期l棟が

あり,特にHY工は撚糸文の住居跡で,撚糸文文

化の北限といえよう。他の4棟も縄文早期中葉の

田戸上・下層,明神裏Ⅱ重式の土器が検出され,資

料の少ない時期だけに,新たな資料を加える賞重

な発見となった。

調査期間:昭和62年5月18日-7月18日
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夫子大日向遺跡拡張区遺構配置図
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撚糸文(よりいともん)拓本



簾範C遺跡発掘調査
サ ル

本遺跡の西側に運動広場が造成されるという情

報により,市教委では開発者の世紀工業㈱と事前

協議を行い,試掘調査,ボーリング探査により遺

跡の中心部l,600m乙を調査区と設定した。他の箇所

は工事を進めるという同時進行で行った。

この遺跡は,梓川左岸を利用した東西300m,南

北100m位の細長い遺跡で東側約半分は縄文前期

初頭の遺跡であり,西側約半分は同じ縄文前期で

も中葉から末葉の遺跡と考えられている。今回の

調査区はこの西側にあたり前期末の遺物が集中的

に発見されている。

今回の調査で確認された遺構は,竪穴住居跡8

棟,土聴10基,風倒木蝦4基,炉跡1基,小ピッ

ト28基が検出された。土堀のうち3基は形態が袋

状を示すことから貯蔵穴と考えられる。

遺物は約300点を数えるが,大半はチップ,フレ

ーク等による剥片である。なお5号住居跡床面か

ら小彬の完形土器1点と2号・ 3号住居跡から石

鍛,石田が発見されている。

この調査は梓川上流域の遺跡の性格を確認する

上で大変重要な意味を持つこと.となる。当時の河

岸段丘の発達,自然環境の推移は少なくともこの

遺跡の確認によって,縄文前期頃には安定した地

形状況を呈していると思おれる。

特に縄文前期の集落については最近,遊佐町の

吹浦遺跡や高畠町の押出遺跡などで調査されてお

り,米沢でも昭和58年に大滝水遺跡の6棟が発見

され,同様に今回8棟検出されるに至った。

それぞれの遺跡に特徴があるが,同時期に居住

していたことは事実であり,今後縄文前期の社会

文化を解明する好資料といえる。

調査期間:昭和62年8月20日-9月16日
一二一」、.
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比丘尼平遺跡発掘調査
ひ く にだいら

この道跡は,万世堂森山の西に位置し,梓川の

扇状地の末端部を羽黒川が浸蝕して段丘を彫成し

ている。遺跡の両脚まl万mごと推定され,八幡原

遺跡群の中では最大規模の面積を有する。

昭和53年10印二米沢駅東線の下水道管埋設工事

に伴う緊急発掘調査が最初の調査である。この時

方形周溝墓2基が発見され,当時としては県内最

初の発見であり関係者の注目を集めた。

昭和54年4月に水田用水路取付工事に伴う緊急

調査で方形周溝墓1基が確認され,比丘尼平遺跡

の重要度が増した。

今回の調査は,全長240m,幅員30mの米沢駅東

線の造成に伴う調査手 前2回の調査を除く全面

調査となった。調査の結果,検出された遺構は堀

立建物跡3棟,柱穴183個,鳳倒木璃3基で 遺物

は,石器,土器片,陶器片など28点である。

堀立建物跡については間尺等から推定するに奈

良・平安時代のものと確認される。柱穴について

は大半が縄文期及び古墳時代に係るものと推定さ

れるが,土地改良の際に大方削平されてしまった

ものと考えられる。

今回の調査で判明したことは,遺構が西側に集

中しており東側には延びないことであった。

又遺物の縄文式土器片,土師式土器片,須恵器

片,陶器片から見てもその時期に居住していたこ

とが推定できる。

調査期間:昭和62年8月3日へ9月30日
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国指定史跡上杉家墓所修復基礎調査

米沢藩歴代藩主の墓所(御廟所)が,昭和59年

1月に国指定史跡となっなその後廟屋及び基壇

の老朽が激しいので修復について検討を重ねて

きた。今年度は修復のための基礎調査として,空

堀の現状と過去の経樺を確認するため.墓壇の東

側及び西側についてトレンチ堀による調査を実施

した。

初代藩主没後,この地を上杉家の墓所と走め,

歴代藩主の廟所としてきたが,明治9年上杉神社

建立とともに上杉家の祖上杉謙信の遺骸を旧米沢

城址の御堂からこの地に移し正面に祭った。この

ことにより参道を改修したり,寄進灯篭を他に用

立てた∵)して墓所を改築している。

これらの様子を知りながら今後の修復に役立て

ようと墓所の水路や参道についての調査を進めた。

その結果,元の連理の様子や水路についても一部

判明し,修復の基礎資料として大きな成果をあげ

ている。

市指定文化財紹介 

く西明寺木造十一両観音坐像〉

指定年月日:昭和63年1月26目

指走の種類:米沢市指定文化財(工芸の部)

指寿物件名:西明寺木造十一両観音坐像

指定物件の所在:米沢市遠山町1,562番地

指定の範囲:本尊のみ

(光背及び蓮台は後補のため除

く。)

指定理由: 「西明寺木造十一両観音坐像」は,

作鳳や造像技法から見て室町時代に属し,首栖部

の記銘から製作年代は天正16年(1588)と確認さ

れた。仏師については明確に判読できれ、が,七

粂大仏師法印康ロ(花押),同大式と記銘されてい

る。

全体的に造形が粗野である。これは室町時代の

特に応仁の乱(1467へ77)後の世相混乱の体を示

しており,鵜璃如勺にレベル低下の感は否めか、。

まだ 頭上仏画が二面欠落と,一面が風化が激し

く不明面となっている。しかし,この像の製作年

代及び仏師名が記銘されているのは非常に珍しく

貴重である。また製作者は大仏師系図に載ってい

る仏師であり,当時の-流仏師による作として仏

像彫刻史上の規範となるものと思おれ貴重な仏像

である。

材質・構造:木造,金泥,玉眼,白老水晶,寄

木造り。

法量等:像高-87.8cm,肩はり-31.2c中藤は

r) -55.6c肌。

製作年代:天正16年9月吉日
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くかてものの「版木」〉

措定年月日:昭和63年l月26日

措定の植類:米沢市措定文化財(歴史資料)

措定物件名: 「版木」かてもの

指定物件の所在:米沢市立上杉博物館

措定の範囲:材質 やまざくら

法量 縦14em,横26.5em

題答ともに28枚

製作年代 享和2年(1802)

指定理由: 「かてもの」は天明3年(1783)●の大

飢饉に際し,上杉鷹山の意をうけた重臣・葦戸善

政によって寛政12年(1800)に側医矢尾根栄雪等

に諮り飢饉救済の資として,享和2年(1802)に

当時の領民に刊行頒布したものである。刊行冊数

l,575冊。

その回答は,飢範に備え米穀の貯蓄と共に,そ

れを食いのばさせる剛勺の救荒食物を約80柾(章

二謙二、二二‾÷

堅害

木果実)を選び,それの調理方法を具体的に述べ

さらに,味噌の製法や凶作に備え蒔いておくもの

魚鳥獣肉の心掛けまで懇切に教えている。これは

実際天保4年(1833)の飢饉に大いに役立った。

現在,荏戸善政の原稿も丸山蔚明が清書した原

本も残っていないが,米沢市立上杉博物館所蔵の

版木は1枚の欠損もなく,たび重なる飢饉に対す

る藩政を窺う貴重な歴史資料といえる。

「かてもの」に類した書物は他でも編集されたが,

確かな成果を挙げた点で高く評価でき,200年後,

飽食時代といおれる今日,食物学,栄養学,薬学,

植物学と各方面からも研究資料として注目されて

おり,本市として誇れる資料である。

く埋鳴館遺稿の「版木」〉

指定年月日:昭和63年1月26日

指定の種類:米沢市指定文化財(歴史資料)

指定物件名: 「版木」口別離官遺稿

措定物件の所在:米沢市立上杉博物館

措定の範囲:材質 やまざくら

法量 縦25.2ぐm,搬44cin

叙 -3枚 巻の6-17枚

序 -3枚 巷の7-18枚

日 録一l枚 巻の8-17枚

巻の1-18枚 巻の9-18枚

巻の2-14枚 巻の10-12枚

巻の3鵜16枚 般 -1枚

巻の4鵜13枚 附 録-8枚

巻の5-9枚 週 給-1枚

計169枚(327面)

製作年代 腰鴫館遺稿 叙

文化4年(1807)

藤治憲 撰

指定の理由: 「曝鴫館遺稿」は上杉鷹山の師細

井平洲の漢文体遺稿集であり,文化4年(1807)

平洲の七回忌にあたり,鳩山が神保行簡等に校定

刊行を命じたもので 詩集,序,記,紀行,行状,

伝,説,銘,題抜,碑銘,蓄膿等仝十巻から成る。

文化5年(1808)に刊行され.版木は平洲の養嗣

子徳富に下付され曖鴫館に蔵せしめられたが,そ

の後の変遷を経て大正15年米沢市所有となった。

169枚の版木がすべて整い上杉鷹山の先師を追

慕する深い情を伝えた好資料である。

鷹山をはじめ米沢を導いた細井平洲の精神と人

となり,鷹山や平洲とかかおった人々の生涯を知

る重要な資料である。
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遺跡地図の発刊 

米沢市は歴史のまちとして知られ,特に昭和62

年はNHK大河ドラマ「独眼竜政宗」の放映で

政宗生誕の地として再発見されました。

又上杉の城下町として江戸時代約270年間領さ

れ市民生活や文化に大きな影響を及ぼしている。

・明治,大正時代にも先人の古墳等が発見されて

いましたが,極少数でしな戦後,考古学グルー

プによる発掘調査など数ヶ所ありましたが,本市

における埋蔵文化財の本格的な調査は昭和49年度

八幡原工業団地の造成に伴う緊急発掘調査から始

まったと言っても過言ではありません。

その後十年間に亘り発見した遺跡について,昭

和60年度現在で383ヶ所を表示した「遺跡地名表」及

び「遺跡地図」を発刊し周知を図りましな

しかしこれらの地名表及び地図については,あ

くまでも,表面採集や地元の方々からの聴き取り

によるところが多く言遺跡の性格や範囲について

は不明瞭な点もあり,開発計画等があれば その

遺跡について試掘調査を実施し,範囲性格を確定

する場合もあるのでご承知おき願います。

この道跡地図を完成するまでには,いろいろ研

究を重ねましたが,遺跡の分布状況を把擾するた

めには主要河川流域を中心にまとめるのが最良と

いうことで それぞれ,梓川,刈安川 前出羽
黒町 松川,大樽川,綱木用 太田川 小樽用

最上川流域群としました。

昭和62年10月,開発関係者に追加配布するため

その後発見された遺跡26ヶ所を含めた409遺跡に

ついて再版した。遺跡の周知のため無料にて頒布

しておりますので ご入用の方はご一報下さい。

く今年度出土の貴重な遺物〉

花沢A遺跡の住居跡付近か

ら写真に示す様な完形土器が

出土した。口径24c里謡高

5乙・6c爪の深鉢形土器は籠長に

展開する「U」字, 「E」字状文

様を施し,当地方では類の少
ない資料である。
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報告書紹介 

米沢市教育委員会では,埋蔵文化財及び-般文

化財を年次毎に調査し,報告書を作成しておりま

すので紹介します。

関係機関等に配布をし参考にしていただいてお

りますが,個人的に入用の場合は原価にて頒布し

ておI)ますのてこ利用ください。

く埋蔵文化財調査報告書〉

『水窪関係報告書』

『八幡原遺跡調査報告書I 』

『八幡煉遺跡調査報告書H』

『八幡原遺跡調査報告割【l』

『比丘尼平遺跡調査報告埼既報

『糸山遺跡発航調査報告苫重』

第l集 在庫なし

第2集∴在庫なし

第3粟∴半4200

第4集∴半4800

第5集 在席なし

第6某三∴Y4000

(水神前・柿の木・ニタ俣B各遺跡)

『笹原遺跡発掘調査報告靖 第7集 Y鴇00

『泉山道跡発航欄査報告書工I』 第8集l‥4950

(八幡堂・ニタ俣A各追跡)

『戸塚山親37号墳発臨調杏緯雷電 第9集∴Y2000

隼塚山古損雄詳細分布調杏報告書。第10葉∴布陣なし

『左沢追跡発掘調査敵告菩』∴ ・∴∴第11集∴ 1′ 1500

午去帝王追跡発朝潮査報告書』 組2集 Y1040

『口煩遺跡充用i調査撤告書』 第13集∴Y 500

『士浅川追跡発掘調査報告聾第l ・ 2次』第14薬学1660

午上潮Il遺跡発掘調査報告書第3先 箱15集∴半6000

『狙岬「遺跡発掘調査報告電 算16粟∴Y 800

『森山遺跡発掘調査報告謝王I』 ∴∴∴第17集∴半3700

(大浦水遺跡)

『大浦A・ C遺跡発掘調査報告薯』 第18集 Y1900

『三の丸・生蓮寺遺跡発掘調査報告乱舞19薬学1170

『木和田飴跡第1次発掘調査報告菩』第20薬 草400

く一般文化財調査報告書〉

※米沢の民家 第1薬 学990

表紙の土偶について

この土偶は,米沢市八幡原Nα30遺跡より出土したも

ので 縄文後期(約3800年前)のものです。

顔と腕の部分がこれれていますが,ふくよかなオッ

パイやおなかは女性をあられしています。

県内には縄文時代の土偶がたくさん出土しています

がこの時期のは少なく,縄文期後を代表するものとい

ってよいでしょう。

昭和56年12月17日米沢市指走文化財となる。

発 行 米沢市教育委員会

〒992米沢市金池三丁目l -14

(担当 社会教育課文化係)

TEL O238鵜2l-6111
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